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昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、全

種
目
準
決
勝
敗
退
に
終
わ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
１
年「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
全
種
目
入
賞
」を
合
言
葉
に
、

厳
し
い
練
習
に
も
耐
え
て
き
た
。

そ
の
成
果
は
、県
予
選
全
種
目
２

年
連
続
完
全
制
覇
と
い
う
結
果
が

物
語
っ
て
い
る
。

　

迎
え
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
シ
ン

グ
ル
は
ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
の
加

藤
が
出
場
。

　

準
決
勝
は
厳
し
い
戦
い
だ
っ

た
。結
果
２
０
０
㍍
で
、加
藤
は
２

位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
が
、３

位
と
コ
ン
マ
03
秒
し
か
差
が
な

か
っ
た
。決
勝
は
２
０
０
㍍
６
位
、

５
０
０
㍍
８
位
と
共
に
入
賞
し

た
。「
目
標
は
達
成
し
ま
し
た
。
で

も
メ
ダ
ル
が
欲
し
か
っ
た
で
す
。

や
り
き
っ
て
の
結
果
な
の
で
納
得

は
し
て
い
ま
す
」と
振
り
返
る
。

　

ペ
ア
は
加
藤
・
西
崎
が
出
場
。

大
会
前
、加
藤
は
西
崎
に「
全
種
目

メ
ダ
ル
を
狙
う
よ
」と
話
し
て
い

た
。西
崎
は
そ
の
言
葉
に
う
な
づ

い
た
。「
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

私
も
メ
ダ
ル
が
欲
し
か
っ
た
の

で
」。

　

２
０
０
㍍
の
決
勝
は
、３
位
か

ら
６
位
ま
で
１
秒
差
以
内
の
接
戦

だ
っ
た
。レ
ー
ス
後
半
粘
り
を
見

せ
た
が
、メ
ダ
ル
に
は
あ
と
少
し

届
か
な
か
っ
た
。

　
「
あ
と
少
し
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
ね
。そ
の
少
し
が
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
」と
西
崎
は
語
る
。

　

フ
ォ
ア
は
、加
藤
・
西
崎
・
山
内
・

佐
々
木
が
出
場
。酒
井
は
サ
ポ
ー

ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、万
が
一
に

備
え
て
集
中
を
切
ら
さ
な
か
っ

た
。主
将
を
務
め
る
山
内
は「
私
と

栞
、恵
が
、美
奈
と
優
花
を
ど
れ
だ

け
支
え
ら
れ
る
か
で
、順
位
が
決

ま
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」と
振

り
返
る
。

　

佐
々
木
は「
美
奈
は
18
レ
ー
ス
、

優
花
は
12
レ
ー
ス
に
出
場
。と
に

か
く
負
担
を
減
ら
し
た
か
っ
た
の

で
」と
３
人
で
雑
用
を
こ
な
し
た
。

　

フ
ォ
ア
は
両
種
目
と
も
７
位
に

入
賞
し
た
。「
全
員
が
力
を
出
し

切
っ
て
の
結
果
。納
得
は
し
て
い

ま
す
。で
も
、監
督
に
メ
ダ
ル
を
見

せ
た
か
っ
た
」
と
山
内
。

　
「
約
１
年
、全
員
本
当
に
頑
張
り

ま
し
た
。６
種
目
中
５
種
目
入
賞

は
胸
を
晴
れ
る
結
果
で
す
。加
藤

以
外
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
引
退
、

も
う
カ
ヌ
ー
で
メ
ダ
ル
は
取
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、新
し
い
ス
テ
ー
ジ

で
活
躍
す
る
こ
と
が
、み
ん
な
に

と
っ
て
の
メ
ダ
ル
だ
と
思
い
ま

す
」と
工
藤
は
部
員
に
エ
ー
ル
を

贈
っ
た
。
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　昨年のインターハイは、予選敗退に終わるも大
舞台で戦える手ごたえをつかんだ。「来年は必ず表
彰台に上がる」。そこから１年、全てをインターハ
イにかけてきた。
　平日は学校で基礎的な練習を、週末は競技場で
跳躍し、修正、確認する日々を繰り返した。県大会、
東北大会で、５㍍72 をマーク。本番に向けて、調子
はピークを迎えつつあった。
　迎えた本番、待ち焦がれた舞台は、これまでにな
いほど緊張した。予選で５㍍80 を跳び、大舞台で
自己ベストを更新。「決勝はもっと上を狙える」と
感じた。運命の決勝。１本目を失敗し、迎えた２本
目は「跳んでいる瞬間を覚えていません」。着地点
を確認すると６㍍を超えていた。本人も応援団も
期待した瞬間、赤旗が上がった。わずかながら、踏
み切り板を踏んでいた。３本目は、悪天候の影響で
力を出し切れずに終わった。
　「人生で一番悔しかったです。次は必ず表彰台に
立ちます」。高橋の目は来年の南東北を見据える。

　一昨年、いとこが棒高跳びで全中に出場した。そ
の姿を見て「棒高跳びで全国大会に行く」と決め、
顧問に棒高跳びへの挑戦を直訴。「今は、体ができ
ていないから無理だ。しっかり鍛えてから挑戦し
ろ」と体力づくりをしてからの転向を進められた。
　棒高跳びは、ポールを曲げてその反発力で跳ぶ。
ポールを曲げるには、筋力や走力など、総合的な体
力が求められる。１年間、４種競技で体を鍛え、２
年進級後、転向が認められた。
　転向から１年、目標に向けて着実にレベルアッ
プ。通信陸上県大会で４㍍ 10 を跳び、全中行きを
決めた。「うれしかったですね。早く全中が始まれ
と思いました」と全中決定の喜びを語る。
　全中では、予選で自己ベストを大きく上回る４
㍍20をマーク。決勝での活躍が期待された。しか
し、決勝独特の雰囲気にのまれ、記録なしに終わっ
た。「実力不足でした。全中の借りはインターハイ
で返します」ときっぱり。
　千葉の棒高跳び物語は、第二章に突入した。


